
中
敦
之
さ
ん
だ
。

　「
I
C
T
は
、
社
会
・
経
済
開
発
の
ツ

ー
ル
と
し
て
非
常
に
多
く
の
可
能
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
携
帯
電
話

の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
の
一
つ
で

す
。
ル
ワ
ン
ダ
は
資
源
が
な
く
、
工
業

や
農
業
も
発
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
I
C
T
を
強
化
し
て
あ
ら
ゆ

る
産
業
の
課
題
解
決
に
役
立
て
、
経
済

成
長
の
起
爆
剤
に
し
よ
う
と
国
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
」。

　
２
０
１
０
年
、
山
中
専
門
家
は
ル
ワ

ン
ダ
の
第
三
次
国
家
I
C
T
戦
略
の
策

　
実
は
、
日
本
に
も
ル
ワ
ン
ダ
の
I
C
T

人
材
育
成
を
担
う
機
関
が
あ
る
。
I
C
T

専
門
職
大
学
院
の
神
戸
情
報
大
学
院
大
学

（
K
I
C
）
だ
。
ル
ワ
ン
ダ
出
身
の
12
人

を
含
め
、
現
在
ア
フ
リ
カ
12
カ
国
か
ら

計
49
人
の
留
学
生
が
、
I
C
T
イ
ノ
ベ

ー
タ
ー
コ
ー
ス
で
社
会
課
題
解
決
の
た

め
の
実
践
的
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
盛
ん
な
留
学
の
背
景
に
あ

る
の
が
、〝
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
※ 

〞

だ
。
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
、
２
０

１
３
年
に
開
催
さ
れ
た
第
５
回
ア
フ
リ

カ
開
発
会
議
（
T
I
C
A
D 

V
）
で
、
安

倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
が
ア
フ
リ
カ
の

若
者
の
た
め
の
産
業
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
提
唱
し
た
も
の
だ
。
５
年

間
で
１
０
０
０
人
の
ア
フ
リ
カ
の
若
者

に
対
し
て
、
日
本
の
大
学
院
で
の
教
育

と
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
セ

ッ
ト
に
し
た
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
そ
の
受

け
入
れ
校
の
一
つ
が
、
神
戸
情
報
大
学

院
大
学
な
の
だ
。

　
福
岡
賢
二
副
学
長
は
、「
私
た
ち
が
目

指
す
の
は
、
社
会
の
課
題
を
自
ら
発
見

し
、
I
C
T
と
人
間
力
で
解
決
に
導
く

〝
探
究
型
人
材
〞
の
育
成
で
す
。
課
題
を

認
識
し
、
解
決
の
た
め
の
仮
説
を
立
て

る
。
そ
の
上
で
、
必
要
な
技
術
や
人
材
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
〝
探
究

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
〞
の
手
法
を
学
生
た
ち

は
身
に
付
け
る
の
で
す
」
と
説
明
す
る
。

A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
開
始
以
前
か

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
K
I
C
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
た
こ
と
で
、
ル
ワ
ン
ダ

が
雷
大
国
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ

こ
で
、
同
社
は
避
雷
器
の
設
置
を
現
地

で
行
お
う
と
検
討
を
始
め
た
。
将
来
的

に
は
、
H
e
H
e 

L
a
b
s
が
同
社
と
組

み
、
雷
の
事
前
警
報
シ
ス
テ
ム
を
展
開

す
る
構
想
も
あ
る
と
い
う
。

　
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
通
じ
た
K
I

C
と
ル
ワ
ン
ダ
の
つ
な
が
り
は
、
今
で

は
神
戸
市
や
地
元
の
I
C
T
企
業
な
ど

を
も
巻
き
込
む
動
き
に
広
が
っ
て
い
る
。

同
市
は
「
神
戸
創
生
戦
略
」
の
中
で
、
次

代
の
基
幹
産
業
振
興
に
ま
つ
わ
る
事
業

の
一
つ
と
し
て
、〝
ア
フ
リ
カ
と
の
経
済

交
流
〞
を
掲
げ
て
お
り
、
今
年
５
月
に

は
神
戸
市
と
キ
ガ
リ
の
間
で
、
I
C
T
に

よ
る
課
題
解
決
に
向
け
た
共
同
宣
言
が

発
表
さ
れ
た
。

　
I
C
T
で
未
来
を
切
り
開
く
―
―
。
そ

の
共
通
目
標
の
下
、
神
戸
市
と
ル
ワ
ン

ダ
は
両
者
の
産
官
学
を
歯
車
に
、
大
連

携
を
展
開
し
始
め
て
い
る
。
目
指
す
は
、

多
様
な
ア
ク
タ
ー
の
相
互
作
用
で
革
新

を
生
み
出
す
環
境
、〝
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
〞
の
構
築
だ
。

　
５
月
11
日
、
キ
ガ
リ
に
あ
る
H
e
H
e 

L
a
b
s
の
一
室
に
、
神
戸
市
視
察
団
の

姿
が
あ
っ
た
。
久
元
喜
造
市
長
や
福
岡

副
学
長
を
は
じ
め
、
市
や
K
I
C
、
神

戸
市
内
の
I
C
T
企
業
な
ど
か
ら
計
16

人
が
、
ル
ワ
ン
ダ
と
の
I
C
T
連
携
の

可
能
性
を
探
り
に
視
察
に
訪
れ
て
い
た

の
だ
。
皆
の
視
線
が
一
人
の
ル
ワ
ン
ダ

の
青
年
に
注
が
れ
る
。

　「
僕
た
ち
が
提
供
す
る
物
流
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
ア
プ
リ
を
使
え
ば
、
G
P
S

（
測
位
シ
ス
テ
ム
）
を
搭
載
し
た
ト
ラ
ッ

ク
の
位
置
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
追

跡
で
き
ま
す
。
運
転
手
と
も
連
絡
を
取

れ
る
た
め
、
物
流
の
効
率
性
改
善
に
役

立
ち
ま
す
」。
説
明
が
終
わ
る
と
、
青
年

と
神
戸
市
の
I
C
T
企
業
代
表
者
ら
が

名
刺
交
換
を
始
め
た
。

　
H
e
H
e 

L
a
b
s
は
、
ア
プ
リ
開
発

で
自
社
事
業
を
展
開
す
る
傍
ら
、
高
校

生
を
含
む
起
業
家
の
卵
た
ち
に
技
術
的

な
指
導
や
事
業
化
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
の
支
援
も
手
掛
け
て
い
る
。
晴

れ
て
起
業
に
成
功
し
た
場
合
は
、
事
業

利
益
の
20
％
を
継
続
的
に
H
e
H
e

L
a
b
s
に
還
元
す
る
仕
組
み
だ
。

　
代
表
取
締
役
の
ク
ラ
リ
ス
・
イ
リ
バ

ギ
ザ
さ
ん
は
、
現
在
K
I
C
に
留
学
中

の
ム
ガ
ル
ラ
さ
ん
ら
と
共
同
で
２
０
１

０
年
に
H
e
H
e 

L
a
bs
を
設
立
。
二

人
は
、
２
０
１
２
年
に
J
I
C
A
の
支

援
を
通
じ
て
、
K
I
C
で
２
カ
月
間
の

研
修
を
受
け
て
い
る
。「
K
I
C
で
学
ん

だ
探
究
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
手
法
を
H
e

H
e 

L
a
b
s
の
社
員
や
起
業
家
た
ち

に
伝
え
て
い
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
、
誰
か
ら
で
も
生
ま
れ
得
る
も
の
。

そ
れ
を
後
押
し
す
る
に
は
、
若
い
世
代

が
で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
か
ら
支
援
を

受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
」
と
、
ク
ラ
リ
ス
さ
ん
は

強
調
す
る
。

　
視
察
団
の
一
人
、
レ
ッ
ク
ス
バ
ー
ト
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
の

田
中
秀
和
代
表
取
締
役
は
、
ル
ワ
ン
ダ

と
の
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
事
業
の
先
駆
者

だ
。
田
中
さ
ん
は
、「
知
人
に
ル
ワ
ン
ダ
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
ア
プ
リ
開
発
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
仕
事
の
一
部
を
彼
に

委
託
し
て
み
る
と
、
技
術
力
と
仕
事
の

仕
方
の
両
面
で
、
日
本
の
要
求
水
準
で

一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
あ
る
と
分
か
っ
た
の
で
す
」
と
話
す
。

　
田
中
さ
ん
は
、
こ
の
オ
フ
シ
ョ
ア
開

発
事
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
２
０
１

４
年
に
キ
ガ
リ
に
W
i
r
e
d
I
n
社
を

設
立
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ル
ワ
ン
ダ
人
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
同
社
の
代
表
取
締
役
を

務
め
る
一
方
、
田
中
さ
ん
は
そ
の
日
本

支
社
を
経
営
す
る
。
W
i
r
e
d
I
n
キ

ガ
リ
本
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
す
る
現
地

の
大
学
生
の
中
に
は
、
同
社
の
推
薦
を

受
け
て
、
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
応

A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が

神
戸
に
撒
い
た
I
C
T
連
携
の
種

I
C
T
産
業
振
興
の
ノ
ウ
ハ
ウ
　

ル
ワ
ン
ダ
モ
デ
ル
を
ア
フ
リ
カ
展
開

特集 
近づく、アフリカ

や
久
元
市
長
、
ル
ワ
ン
ダ
か
ら
は
ク
ラ

リ
ス
さ
ん
や
I
C
T
商
工
会
議
所
の
ア

レ
ッ
ク
ス
・
ナ
タ
レ
所
長
、
関
係
省
庁

の
大
臣
な
ど
が
参
加
。
さ
ら
に
、
F
a
b

L
a
b
提
唱
者
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
の
教
授
も
出
席
す
る
な
ど
、

国
を
超
え
て
産
官
学
の
主
要
な
関
係
者

ら
が
一
堂
に
会
し
た
。

　
会
議
の
冒
頭
、「
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
経

済
成
長
を
維
持
・
拡
大
す
る
に
は
、
I
C

T
強
化
が
必
須
で
す
」
と
ク
ラ
ベ
ー
ル
・

ガ
テ
テ
財
務
・
経
済
計
画
大
臣
。
久
元

市
長
も
、
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
通

じ
た
人
材
育
成
協
力
は
、
ア
フ
リ
カ
諸

国
と
神
戸
市
、
双
方
の
I
C
T
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　
神
戸
市
は
今
、
ル
ワ
ン
ダ
や
ア
フ
リ

カ
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
積
極
的
に
主
催
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

K
I
C
と
地
元
の
I
C
T
企
業
が
連
携

し
、
ル
ワ
ン
ダ
の
I
C
T
分
野
の
教
師

向
け
に
、
実
践
的
な
技
術
を
教
授
す
る

サ
テ
ラ
イ
ト
授
業
を
展
開
す
る
計
画
も

あ
る
と
い
う
。

　「
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
通
じ
た
神

戸
市
と
ル
ワ
ン
ダ
の
大
連
携
は
、
志
と

役
割
認
識
を
持
っ
た
両
国
の
多
様
な
ア

ク
タ
ー
に
よ
っ
て
、
自
ず
と
築
き
上
げ

ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
留
学
生
に
と

っ
て
は
、
卒
業
し
て
か
ら
が
本
番
で
す
。

社
会
の
〝
困
っ
た
〞
を
、
思
い
描
い
た

仮
説
で
検
証
し
、
解
決
に
導
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
」。
そ
う
語
る
福
岡
副
学

長
は
、
こ
の
I
C
T
連
携
が
生
む
可
能

性
あ
ふ
れ
る
未
来
を
確
信
し
て
い
た
。

（
編
集
部
　
湯
澤
絵
里
子
）

ムガルラさんがKICで
研究・開発を進める、
健康状態の初期診
断アプリケーション。
今年２月に母国ルワ
ンダの地方部を視察
した結果、クリニック
での利用の可能性も
あることが分かった

HeHe Labsで名刺交換するルワンダの起業
家と日本側のICT企業代表。今回の視察は、
新たなビジネスチャンス発掘の機会となった

特集 
近づく、アフリカ

募
す
る
例
が
少
な
く
な
い
。
彼
ら
は
、

日
本
の
修
士
課
程
で
学
ぶ
傍
ら
、
W
i
r

e
d
I
n
日
本
支
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
を

し
、
帰
国
後
は
キ
ガ
リ
本
社
を
は
じ
め

と
す
る
I
C
T
企
業
で
、
プ
ロ
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
羽
ば
た
く
の
だ
。

　
５
月
12
日
、
I
C
T
起
業
家
を
目
指

す
若
者
を
支
援
す
る
k
―
L
a
b
の
隣

で
〝
F
a
b
L
a
b
〞
が
開
所
式
を
迎
え

た
。
F
a
b
L
a
b
は
、
製
品
の
試
作
品

な
ど
を
作
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
づ
く

り
の
場
。
社
会
課
題
の
解
決
に
寄
与
す

る
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
k
―

L
a
b
と
連
動
し
、
相
乗
効
果
を
上
げ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

製
造
業
で
は
製
造
工
程
の
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
み
、
も
の
づ
く
り
に
お
け
る
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の

重
要
性
が
増
し
て
い
る
と
い
う
。

　
１
０
０
人
を
超
え
る
関
係
者
が
詰
め

掛
け
た
開
所
式
で
は
、
３
D
プ
リ
ン
タ

ー
や
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
な
ど
を
使
い
、

地
元
の
若
者
た
ち
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
製

品
作
り
に
い
そ
し
ん
で
い
た
。

　
こ
れ
ら
多
方
面
の
取
り
組
み
で
若
者

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
後
押
し
す
る
ル

ワ
ン
ダ
。
そ
の
知
見
を
ア
フ
リ
カ
諸
国

に
移
転
す
べ
く
、
同
日
、
キ
ガ
リ
で
有

識
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
開
か
れ
た
。

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ダ
ボ
ス
会
議
）

ア
フ
リ
カ
会
合
の
サ
イ
ド
・
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
J
I
C
A
が
主
催
し
た
こ
の
会

合
に
は
、
日
本
側
か
ら
は
山
中
専
門
家

ら
、〝
ア
フ
リ
カ
の
奇
跡
〞
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
の
経
済
成
長
を
遂
げ
た
ル
ワ
ン
ダ
。

そ
ん
な
同
国
が
、
２
０
０
０
年
代
初
頭

か
ら
標
榜
す
る
の
が
、
I
C
T
（
情
報
通

信
技
術
）
立
国
だ
。

　「
私
が
初
め
て
ル
ワ
ン
ダ
を
訪
れ
た
２

０
０
９
年
、
ア
フ
リ
カ
随
一
の
I
C
T

環
境
を
目
指
し
て
通
信
網
が
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
活
用
で

き
る
人
材
や
組
織
、
企
業
の
育
成
が
課

題
で
し
た
」。
そ
う
振
り
返
る
の
は
、

J
I
C
A
専
門
家
と
し
て
I
C
T
を
通

じ
た
社
会
・
経
済
開
発
を
支
援
す
る
山

I
C
T
で
革
新
を
起
こ
せ
！

国
を
超
え
た
産
官
学
の
大
連
携

ら
、
ア
フ
リ
カ
、
中
で
も
ル
ワ
ン
ダ
に

お
け
る
I
C
T
の
潜
在
力
に
着
目
し
て

い
た
福
岡
副
学
長
は
、
K
I
C
と
同
国

の
連
携
を
け
ん
引
す
る
開
拓
者
だ
。

　
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
K
I
C
に

留
学
中
の
ム
ガ
ル
ラ
・
ア
ミ
リ
さ
ん
は
、

医
療
分
野
の
ア
プ
リ
開
発
研
究
に
打
ち

込
む
。「
ル
ワ
ン
ダ
に
は
、
家
庭
を
訪
問

し
て
簡
単
な
診
療
な
ど
を
行
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
が
村
ご
と

に
い
ま
す
。
で
も
、
地
方
部
で
は
機
材

が
不
足
し
て
い
て
、
大
き
な
病
院
か
ら

も
離
れ
て
い
る
た
め
、
満
足
に
診
療
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
」。
そ
う
話
し
な
が
ら
、

彼
は
小
型
の
セ
ン
サ
ー
と
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
取
り
出
し
た
。

　「
こ
の
セ
ン
サ
ー
を
指
に
挟
ん
で
、
心

拍
数
、
体
温
、
動
脈
血
酸
素
飽
和
度
を

測
り
ま
す
。
こ
れ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
接
続
し
、
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
こ
と

で
計
測
値
や
グ
ラ
フ
が
見
ら
れ
、
結
果

も
自
動
分
析
さ
れ
ま
す
。
ヘ
ル
ス
ワ
ー

カ
ー
が
デ
ー
タ
を
病
院
に
送
れ
ば
、
医

師
に
よ
る
正
式
な
診
断
も
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
」。

　
ル
ワ
ン
ダ
で
既
に
H
e
H
e 

L
a
b
s

と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
企
業
を

立
ち
上
げ
て
い
る
ム
ガ
ル
ラ
さ
ん
は
、

「
帰
国
後
、
保
健
省
か
ら
投
資
を
受
け
ら

れ
れ
ば
、
事
業
化
を
進
め
て
遠
隔
地
の

医
療
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

　
日
本
で
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
側
に

も
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
て
い
る
。
避
雷

器
の
製
造
・
販
売
な
ど
を
手
掛
け
る
中

小
企
業
・
音
羽
電
機
工
業
株
式
会
社
は
、

I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
立
国
を
掲
げ
る
ア
フ
リ
カ
の
小
国
・
ル
ワ
ン
ダ
。

同
国
か
ら
多
く
の
若
き
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
留
学
す
る
神
戸
情
報
大
学
院
大
学
は
、

日
本
政
府
が
ア
フ
リ
カ
の
産
業
人
材
育
成
の
た
め
に
打
ち
出
し
た
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

〝
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
〞
の
受
け
入
れ
先
の
一
つ
だ
。

同
学
と
ル
ワ
ン
ダ
の
つ
な
が
り
は
、
市
や
地
元
企
業
に
広
が
り
、

I
C
T
で
共
に
未
来
を
切
り
開
く
た
め
の
壮
大
な
連
携
を
展
開
し
て
い
る
。

ア
　
ベ

ア

　ベ

企業

大学 ICT商工会議所

福岡副学長

KIC留学中の
ムガルラさん

久元市長

神戸市キガリ

ICT人材育成・産業促進
に関する連携協定

オフショア開発

ICTによる課題解決に
向けた共同宣言

インターンの
受け入れ

etc...etc...

日本アフリカ
ルワンダ

クラリス
代表取締役

アレックス
所長

第三次国家ICT戦略

山中専門家
（ICT 政策上級顧問）

＜アフリカの産業人材育成のための修士課程とインターンシップの留学プログラム＞

ABEイニシアチブ

スキルを身に付けたアフリカの学生が、日本とアフリカをつなぐ人材として活躍

目指せ、ICT立国！
“ICT×アフリカ”で地方創生！

■ABEイニシアチブを通じた神戸市とキガリのICT連携

修士留学生の
受け入れ

　　
ル
ワ
ン
ダ
の
首
都
キ
ガ
リ
は
、
幾
重

に
も
連
な
る
丘
の
斜
面
に
広
が
る
。
街

は
独
特
の
地
形
の
美
し
さ
に
加
え
、
秩

序
と
清
潔
感
を
保
ち
、
自
分
の
頭
の
中

の
〝
ア
フ
リ
カ
〞
が
現
実
よ
り
二
歩
も

三
歩
も
遅
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
わ

ず
か
20
余
年
前
、
こ
の
地
で
人
口
の
１

割
以
上
も
の
命
が
失
わ
れ
る
内
戦
が
起

き
た
こ
と
は
、
今
は
想
像
に
難
い
。

　
経
済
産
業
基
盤
が
崩
壊
し
た
状
態
か

ア
フ
リ
カ
の
奇
跡
と
呼
ば
れ
た
国
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
立
国
へ
の
ス
タ
ー
ト

ル
ワ
ン
ダ
×
神
戸

両
輪
で
生
み
出
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ABEイニシアチブを通じて
KICに留学中のルワンダ
の学生たち。農業や災害
対策、アニメなど、さまざま
な分野でICTの活用を目
指す

k-Labに集まるキガリの
若者たち。ICT商工会
議所の会員企業などか
ら講師が訪れ、週に数
回、ビジネスセミナーな
ども開催される

ワ
イ
ヤ
ー
ド
　
イ
ン

フ
ァ
ブ
　
ラ
ボ

ICT企業

キガリ

定
を
支
援
し
た
。
産
官
学
の
利
害
関
係

者
を
集
め
、
８
カ
月
間
か
け
て
そ
れ
ぞ

れ
の
ニ
ー
ズ
を
集
約
し
た
戦
略
づ
く
り

を
徹
底
。
２
０
１
１
年
に
実
現
し
た

I
C
T
商
工
会
議
所
の
設
置
は
、
そ
の

成
果
の
一
つ
だ
。

　
I
C
T
商
工
会
議
は
翌
年
、
若
い
世

代
の
I
C
T
起
業
家
の
育
成
と
交
流
の

場
と
し
て
、
J
I
C
A
の
支
援
の
下
、

〝
k
―
L
a
b
〞
を
設
置
し
た
。
大
学
生

な
ど
が
起
業
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

功
し
つ
つ
あ
る
な
ど
、
I
C
T
人
材
が

着
実
に
育
ち
つ
つ
あ
る
。

ケ
ー
　
ラ
ボ

ヘ
　
　  

ヘ
　
　
　 

ラ
　
　   

ボ

※African Business Educatuion Initiative for Youth

FabLabの３Ｄプリンターで農業用の土壌測定器の試作品を作る学
生。世界各国のFabLabは、ネットワーク化により知識やデザインを
共有している。ものづくりの国際標準化が進む
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中
敦
之
さ
ん
だ
。

　「
I
C
T
は
、
社
会
・
経
済
開
発
の
ツ

ー
ル
と
し
て
非
常
に
多
く
の
可
能
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
携
帯
電
話

の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
の
一
つ
で

す
。
ル
ワ
ン
ダ
は
資
源
が
な
く
、
工
業

や
農
業
も
発
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
I
C
T
を
強
化
し
て
あ
ら
ゆ

る
産
業
の
課
題
解
決
に
役
立
て
、
経
済

成
長
の
起
爆
剤
に
し
よ
う
と
国
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
」。

　
２
０
１
０
年
、
山
中
専
門
家
は
ル
ワ

ン
ダ
の
第
三
次
国
家
I
C
T
戦
略
の
策

　
実
は
、
日
本
に
も
ル
ワ
ン
ダ
の
I
C
T

人
材
育
成
を
担
う
機
関
が
あ
る
。
I
C
T

専
門
職
大
学
院
の
神
戸
情
報
大
学
院
大
学

（
K
I
C
）
だ
。
ル
ワ
ン
ダ
出
身
の
12
人

を
含
め
、
現
在
ア
フ
リ
カ
12
カ
国
か
ら

計
49
人
の
留
学
生
が
、
I
C
T
イ
ノ
ベ

ー
タ
ー
コ
ー
ス
で
社
会
課
題
解
決
の
た

め
の
実
践
的
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
盛
ん
な
留
学
の
背
景
に
あ

る
の
が
、〝
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
※ 

〞

だ
。
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
、
２
０

１
３
年
に
開
催
さ
れ
た
第
５
回
ア
フ
リ

カ
開
発
会
議
（
T
I
C
A
D 

V
）
で
、
安

倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
が
ア
フ
リ
カ
の

若
者
の
た
め
の
産
業
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
提
唱
し
た
も
の
だ
。
５
年

間
で
１
０
０
０
人
の
ア
フ
リ
カ
の
若
者

に
対
し
て
、
日
本
の
大
学
院
で
の
教
育

と
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
セ

ッ
ト
に
し
た
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
そ
の
受

け
入
れ
校
の
一
つ
が
、
神
戸
情
報
大
学

院
大
学
な
の
だ
。

　
福
岡
賢
二
副
学
長
は
、「
私
た
ち
が
目

指
す
の
は
、
社
会
の
課
題
を
自
ら
発
見

し
、
I
C
T
と
人
間
力
で
解
決
に
導
く

〝
探
究
型
人
材
〞
の
育
成
で
す
。
課
題
を

認
識
し
、
解
決
の
た
め
の
仮
説
を
立
て

る
。
そ
の
上
で
、
必
要
な
技
術
や
人
材
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
〝
探
究

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
〞
の
手
法
を
学
生
た
ち

は
身
に
付
け
る
の
で
す
」
と
説
明
す
る
。

A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
開
始
以
前
か

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
K
I
C
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
た
こ
と
で
、
ル
ワ
ン
ダ

が
雷
大
国
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ

こ
で
、
同
社
は
避
雷
器
の
設
置
を
現
地

で
行
お
う
と
検
討
を
始
め
た
。
将
来
的

に
は
、
H
e
H
e 
L
a
b
s
が
同
社
と
組

み
、
雷
の
事
前
警
報
シ
ス
テ
ム
を
展
開

す
る
構
想
も
あ
る
と
い
う
。

　
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
通
じ
た
K
I

C
と
ル
ワ
ン
ダ
の
つ
な
が
り
は
、
今
で

は
神
戸
市
や
地
元
の
I
C
T
企
業
な
ど

を
も
巻
き
込
む
動
き
に
広
が
っ
て
い
る
。

同
市
は
「
神
戸
創
生
戦
略
」
の
中
で
、
次

代
の
基
幹
産
業
振
興
に
ま
つ
わ
る
事
業

の
一
つ
と
し
て
、〝
ア
フ
リ
カ
と
の
経
済

交
流
〞
を
掲
げ
て
お
り
、
今
年
５
月
に

は
神
戸
市
と
キ
ガ
リ
の
間
で
、
I
C
T
に

よ
る
課
題
解
決
に
向
け
た
共
同
宣
言
が

発
表
さ
れ
た
。

　
I
C
T
で
未
来
を
切
り
開
く
―
―
。
そ

の
共
通
目
標
の
下
、
神
戸
市
と
ル
ワ
ン

ダ
は
両
者
の
産
官
学
を
歯
車
に
、
大
連

携
を
展
開
し
始
め
て
い
る
。
目
指
す
は
、

多
様
な
ア
ク
タ
ー
の
相
互
作
用
で
革
新

を
生
み
出
す
環
境
、〝
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
〞
の
構
築
だ
。

　
５
月
11
日
、
キ
ガ
リ
に
あ
る
H
e
H
e 

L
a
b
s
の
一
室
に
、
神
戸
市
視
察
団
の

姿
が
あ
っ
た
。
久
元
喜
造
市
長
や
福
岡

副
学
長
を
は
じ
め
、
市
や
K
I
C
、
神

戸
市
内
の
I
C
T
企
業
な
ど
か
ら
計
16

人
が
、
ル
ワ
ン
ダ
と
の
I
C
T
連
携
の

可
能
性
を
探
り
に
視
察
に
訪
れ
て
い
た

の
だ
。
皆
の
視
線
が
一
人
の
ル
ワ
ン
ダ

の
青
年
に
注
が
れ
る
。

　「
僕
た
ち
が
提
供
す
る
物
流
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
ア
プ
リ
を
使
え
ば
、
G
P
S

（
測
位
シ
ス
テ
ム
）
を
搭
載
し
た
ト
ラ
ッ

ク
の
位
置
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
追

跡
で
き
ま
す
。
運
転
手
と
も
連
絡
を
取

れ
る
た
め
、
物
流
の
効
率
性
改
善
に
役

立
ち
ま
す
」。
説
明
が
終
わ
る
と
、
青
年

と
神
戸
市
の
I
C
T
企
業
代
表
者
ら
が

名
刺
交
換
を
始
め
た
。

　
H
e
H
e 

L
a
b
s
は
、
ア
プ
リ
開
発

で
自
社
事
業
を
展
開
す
る
傍
ら
、
高
校

生
を
含
む
起
業
家
の
卵
た
ち
に
技
術
的

な
指
導
や
事
業
化
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
の
支
援
も
手
掛
け
て
い
る
。
晴

れ
て
起
業
に
成
功
し
た
場
合
は
、
事
業

利
益
の
20
％
を
継
続
的
に
H
e
H
e

L
a
b
s
に
還
元
す
る
仕
組
み
だ
。

　
代
表
取
締
役
の
ク
ラ
リ
ス
・
イ
リ
バ

ギ
ザ
さ
ん
は
、
現
在
K
I
C
に
留
学
中

の
ム
ガ
ル
ラ
さ
ん
ら
と
共
同
で
２
０
１

０
年
に
H
e
H
e 

L
a
bs
を
設
立
。
二

人
は
、
２
０
１
２
年
に
J
I
C
A
の
支

援
を
通
じ
て
、
K
I
C
で
２
カ
月
間
の

研
修
を
受
け
て
い
る
。「
K
I
C
で
学
ん

だ
探
究
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
手
法
を
H
e

H
e 

L
a
b
s
の
社
員
や
起
業
家
た
ち

に
伝
え
て
い
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
、
誰
か
ら
で
も
生
ま
れ
得
る
も
の
。

そ
れ
を
後
押
し
す
る
に
は
、
若
い
世
代

が
で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
か
ら
支
援
を

受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
」
と
、
ク
ラ
リ
ス
さ
ん
は

強
調
す
る
。

　
視
察
団
の
一
人
、
レ
ッ
ク
ス
バ
ー
ト
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
の

田
中
秀
和
代
表
取
締
役
は
、
ル
ワ
ン
ダ

と
の
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
事
業
の
先
駆
者

だ
。
田
中
さ
ん
は
、「
知
人
に
ル
ワ
ン
ダ
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
ア
プ
リ
開
発
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
仕
事
の
一
部
を
彼
に

委
託
し
て
み
る
と
、
技
術
力
と
仕
事
の

仕
方
の
両
面
で
、
日
本
の
要
求
水
準
で

一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
あ
る
と
分
か
っ
た
の
で
す
」
と
話
す
。

　
田
中
さ
ん
は
、
こ
の
オ
フ
シ
ョ
ア
開

発
事
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
２
０
１

４
年
に
キ
ガ
リ
に
W
i
r
e
d
I
n
社
を

設
立
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ル
ワ
ン
ダ
人
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
同
社
の
代
表
取
締
役
を

務
め
る
一
方
、
田
中
さ
ん
は
そ
の
日
本

支
社
を
経
営
す
る
。
W
i
r
e
d
I
n
キ

ガ
リ
本
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
す
る
現
地

の
大
学
生
の
中
に
は
、
同
社
の
推
薦
を

受
け
て
、
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
応

A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が

神
戸
に
撒
い
た
I
C
T
連
携
の
種

I
C
T
産
業
振
興
の
ノ
ウ
ハ
ウ
　

ル
ワ
ン
ダ
モ
デ
ル
を
ア
フ
リ
カ
展
開

特集 
近づく、アフリカ

や
久
元
市
長
、
ル
ワ
ン
ダ
か
ら
は
ク
ラ

リ
ス
さ
ん
や
I
C
T
商
工
会
議
所
の
ア

レ
ッ
ク
ス
・
ナ
タ
レ
所
長
、
関
係
省
庁

の
大
臣
な
ど
が
参
加
。
さ
ら
に
、
F
a
b

L
a
b
提
唱
者
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
の
教
授
も
出
席
す
る
な
ど
、

国
を
超
え
て
産
官
学
の
主
要
な
関
係
者

ら
が
一
堂
に
会
し
た
。

　
会
議
の
冒
頭
、「
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
経

済
成
長
を
維
持
・
拡
大
す
る
に
は
、
I
C

T
強
化
が
必
須
で
す
」
と
ク
ラ
ベ
ー
ル
・

ガ
テ
テ
財
務
・
経
済
計
画
大
臣
。
久
元

市
長
も
、
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
通

じ
た
人
材
育
成
協
力
は
、
ア
フ
リ
カ
諸

国
と
神
戸
市
、
双
方
の
I
C
T
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　
神
戸
市
は
今
、
ル
ワ
ン
ダ
や
ア
フ
リ

カ
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
積
極
的
に
主
催
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

K
I
C
と
地
元
の
I
C
T
企
業
が
連
携

し
、
ル
ワ
ン
ダ
の
I
C
T
分
野
の
教
師

向
け
に
、
実
践
的
な
技
術
を
教
授
す
る

サ
テ
ラ
イ
ト
授
業
を
展
開
す
る
計
画
も

あ
る
と
い
う
。

　「
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
通
じ
た
神

戸
市
と
ル
ワ
ン
ダ
の
大
連
携
は
、
志
と

役
割
認
識
を
持
っ
た
両
国
の
多
様
な
ア

ク
タ
ー
に
よ
っ
て
、
自
ず
と
築
き
上
げ

ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
留
学
生
に
と

っ
て
は
、
卒
業
し
て
か
ら
が
本
番
で
す
。

社
会
の
〝
困
っ
た
〞
を
、
思
い
描
い
た

仮
説
で
検
証
し
、
解
決
に
導
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
」。
そ
う
語
る
福
岡
副
学

長
は
、
こ
の
I
C
T
連
携
が
生
む
可
能

性
あ
ふ
れ
る
未
来
を
確
信
し
て
い
た
。

（
編
集
部
　
湯
澤
絵
里
子
）

ムガルラさんがKICで
研究・開発を進める、
健康状態の初期診
断アプリケーション。
今年２月に母国ルワ
ンダの地方部を視察
した結果、クリニック
での利用の可能性も
あることが分かった

HeHe Labsで名刺交換するルワンダの起業
家と日本側のICT企業代表。今回の視察は、
新たなビジネスチャンス発掘の機会となった

特集 
近づく、アフリカ

募
す
る
例
が
少
な
く
な
い
。
彼
ら
は
、

日
本
の
修
士
課
程
で
学
ぶ
傍
ら
、
W
i
r

e
d
I
n
日
本
支
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
を

し
、
帰
国
後
は
キ
ガ
リ
本
社
を
は
じ
め

と
す
る
I
C
T
企
業
で
、
プ
ロ
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
羽
ば
た
く
の
だ
。

　
５
月
12
日
、
I
C
T
起
業
家
を
目
指

す
若
者
を
支
援
す
る
k
―
L
a
b
の
隣

で
〝
F
a
b
L
a
b
〞
が
開
所
式
を
迎
え

た
。
F
a
b
L
a
b
は
、
製
品
の
試
作
品

な
ど
を
作
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
づ
く

り
の
場
。
社
会
課
題
の
解
決
に
寄
与
す

る
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
k
―

L
a
b
と
連
動
し
、
相
乗
効
果
を
上
げ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

製
造
業
で
は
製
造
工
程
の
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
み
、
も
の
づ
く
り
に
お
け
る
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の

重
要
性
が
増
し
て
い
る
と
い
う
。

　
１
０
０
人
を
超
え
る
関
係
者
が
詰
め

掛
け
た
開
所
式
で
は
、
３
D
プ
リ
ン
タ

ー
や
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
な
ど
を
使
い
、

地
元
の
若
者
た
ち
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
製

品
作
り
に
い
そ
し
ん
で
い
た
。

　
こ
れ
ら
多
方
面
の
取
り
組
み
で
若
者

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
後
押
し
す
る
ル

ワ
ン
ダ
。
そ
の
知
見
を
ア
フ
リ
カ
諸
国

に
移
転
す
べ
く
、
同
日
、
キ
ガ
リ
で
有

識
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
開
か
れ
た
。

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ダ
ボ
ス
会
議
）

ア
フ
リ
カ
会
合
の
サ
イ
ド
・
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
J
I
C
A
が
主
催
し
た
こ
の
会

合
に
は
、
日
本
側
か
ら
は
山
中
専
門
家

ら
、〝
ア
フ
リ
カ
の
奇
跡
〞
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
の
経
済
成
長
を
遂
げ
た
ル
ワ
ン
ダ
。

そ
ん
な
同
国
が
、
２
０
０
０
年
代
初
頭

か
ら
標
榜
す
る
の
が
、
I
C
T
（
情
報
通

信
技
術
）
立
国
だ
。

　「
私
が
初
め
て
ル
ワ
ン
ダ
を
訪
れ
た
２

０
０
９
年
、
ア
フ
リ
カ
随
一
の
I
C
T

環
境
を
目
指
し
て
通
信
網
が
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
活
用
で

き
る
人
材
や
組
織
、
企
業
の
育
成
が
課

題
で
し
た
」。
そ
う
振
り
返
る
の
は
、

J
I
C
A
専
門
家
と
し
て
I
C
T
を
通

じ
た
社
会
・
経
済
開
発
を
支
援
す
る
山

I
C
T
で
革
新
を
起
こ
せ
！

国
を
超
え
た
産
官
学
の
大
連
携

ら
、
ア
フ
リ
カ
、
中
で
も
ル
ワ
ン
ダ
に

お
け
る
I
C
T
の
潜
在
力
に
着
目
し
て

い
た
福
岡
副
学
長
は
、
K
I
C
と
同
国

の
連
携
を
け
ん
引
す
る
開
拓
者
だ
。

　
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
K
I
C
に

留
学
中
の
ム
ガ
ル
ラ
・
ア
ミ
リ
さ
ん
は
、

医
療
分
野
の
ア
プ
リ
開
発
研
究
に
打
ち

込
む
。「
ル
ワ
ン
ダ
に
は
、
家
庭
を
訪
問

し
て
簡
単
な
診
療
な
ど
を
行
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
が
村
ご
と

に
い
ま
す
。
で
も
、
地
方
部
で
は
機
材

が
不
足
し
て
い
て
、
大
き
な
病
院
か
ら

も
離
れ
て
い
る
た
め
、
満
足
に
診
療
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
」。
そ
う
話
し
な
が
ら
、

彼
は
小
型
の
セ
ン
サ
ー
と
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
取
り
出
し
た
。

　「
こ
の
セ
ン
サ
ー
を
指
に
挟
ん
で
、
心

拍
数
、
体
温
、
動
脈
血
酸
素
飽
和
度
を

測
り
ま
す
。
こ
れ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
接
続
し
、
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
こ
と

で
計
測
値
や
グ
ラ
フ
が
見
ら
れ
、
結
果

も
自
動
分
析
さ
れ
ま
す
。
ヘ
ル
ス
ワ
ー

カ
ー
が
デ
ー
タ
を
病
院
に
送
れ
ば
、
医

師
に
よ
る
正
式
な
診
断
も
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
」。

　
ル
ワ
ン
ダ
で
既
に
H
e
H
e 

L
a
b
s

と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
企
業
を

立
ち
上
げ
て
い
る
ム
ガ
ル
ラ
さ
ん
は
、

「
帰
国
後
、
保
健
省
か
ら
投
資
を
受
け
ら

れ
れ
ば
、
事
業
化
を
進
め
て
遠
隔
地
の

医
療
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

　
日
本
で
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
側
に

も
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
て
い
る
。
避
雷

器
の
製
造
・
販
売
な
ど
を
手
掛
け
る
中

小
企
業
・
音
羽
電
機
工
業
株
式
会
社
は
、

I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
立
国
を
掲
げ
る
ア
フ
リ
カ
の
小
国
・
ル
ワ
ン
ダ
。

同
国
か
ら
多
く
の
若
き
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
留
学
す
る
神
戸
情
報
大
学
院
大
学
は
、

日
本
政
府
が
ア
フ
リ
カ
の
産
業
人
材
育
成
の
た
め
に
打
ち
出
し
た
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

〝
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
〞
の
受
け
入
れ
先
の
一
つ
だ
。

同
学
と
ル
ワ
ン
ダ
の
つ
な
が
り
は
、
市
や
地
元
企
業
に
広
が
り
、

I
C
T
で
共
に
未
来
を
切
り
開
く
た
め
の
壮
大
な
連
携
を
展
開
し
て
い
る
。

ア
　
ベ

ア

　ベ

企業

大学 ICT商工会議所

福岡副学長

KIC留学中の
ムガルラさん

久元市長

神戸市キガリ

ICT人材育成・産業促進
に関する連携協定

オフショア開発

ICTによる課題解決に
向けた共同宣言

インターンの
受け入れ

etc...etc...

日本アフリカ
ルワンダ

クラリス
代表取締役

アレックス
所長

第三次国家ICT戦略

山中専門家
（ICT 政策上級顧問）

＜アフリカの産業人材育成のための修士課程とインターンシップの留学プログラム＞

ABEイニシアチブ

スキルを身に付けたアフリカの学生が、日本とアフリカをつなぐ人材として活躍

目指せ、ICT立国！
“ICT×アフリカ”で地方創生！

■ABEイニシアチブを通じた神戸市とキガリのICT連携

修士留学生の
受け入れ

　　
ル
ワ
ン
ダ
の
首
都
キ
ガ
リ
は
、
幾
重

に
も
連
な
る
丘
の
斜
面
に
広
が
る
。
街

は
独
特
の
地
形
の
美
し
さ
に
加
え
、
秩

序
と
清
潔
感
を
保
ち
、
自
分
の
頭
の
中

の
〝
ア
フ
リ
カ
〞
が
現
実
よ
り
二
歩
も

三
歩
も
遅
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
わ

ず
か
20
余
年
前
、
こ
の
地
で
人
口
の
１

割
以
上
も
の
命
が
失
わ
れ
る
内
戦
が
起

き
た
こ
と
は
、
今
は
想
像
に
難
い
。

　
経
済
産
業
基
盤
が
崩
壊
し
た
状
態
か

ア
フ
リ
カ
の
奇
跡
と
呼
ば
れ
た
国
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
立
国
へ
の
ス
タ
ー
ト

ル
ワ
ン
ダ
×
神
戸

両
輪
で
生
み
出
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ABEイニシアチブを通じて
KICに留学中のルワンダ
の学生たち。農業や災害
対策、アニメなど、さまざま
な分野でICTの活用を目
指す

k-Labに集まるキガリの
若者たち。ICT商工会
議所の会員企業などか
ら講師が訪れ、週に数
回、ビジネスセミナーな
ども開催される

ワ
イ
ヤ
ー
ド
　
イ
ン

フ
ァ
ブ
　
ラ
ボ

ICT企業

キガリ

定
を
支
援
し
た
。
産
官
学
の
利
害
関
係

者
を
集
め
、
８
カ
月
間
か
け
て
そ
れ
ぞ

れ
の
ニ
ー
ズ
を
集
約
し
た
戦
略
づ
く
り

を
徹
底
。
２
０
１
１
年
に
実
現
し
た

I
C
T
商
工
会
議
所
の
設
置
は
、
そ
の

成
果
の
一
つ
だ
。

　
I
C
T
商
工
会
議
は
翌
年
、
若
い
世

代
の
I
C
T
起
業
家
の
育
成
と
交
流
の

場
と
し
て
、
J
I
C
A
の
支
援
の
下
、

〝
k
―
L
a
b
〞
を
設
置
し
た
。
大
学
生

な
ど
が
起
業
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

功
し
つ
つ
あ
る
な
ど
、
I
C
T
人
材
が

着
実
に
育
ち
つ
つ
あ
る
。

ケ
ー
　
ラ
ボ

ヘ
　
　  

ヘ
　
　
　 

ラ
　
　   

ボ

※African Business Educatuion Initiative for Youth

FabLabの３Ｄプリンターで農業用の土壌測定器の試作品を作る学
生。世界各国のFabLabは、ネットワーク化により知識やデザインを
共有している。ものづくりの国際標準化が進む
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